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し、メタデータでは、目録情報に料紙に関する貼りつぎ・汚れ・軸その他の情報を付加するという形でDTDを定
義している。これによって、正倉院文書におけるタグ付けの理論的基礎が整理されたことは高く評価される。
しかし、正倉院文書の性格に規定された独自のDTDであるため、EADやダブリン・コアなどの世界標準のDTDとの
関連づけの検討が必要である。EADの検討は補１章でおこなっているが、ダブリン・コアの検討をさらに深める
必要がある。 
 第７章「正倉院文書データベースとデジタル・アーカイブ」では、正倉院文書データベースの情報学的位置
を検討している。正倉院文書データベースは、検索の優位、総覧性、横断性、空間的流通性、配列自由性の諸
点で、単純なデータの蓄積ではなく、新たな電子媒体による資料の蓄積のあり方を示すものである。史料その
ものをXMLとした例は多くなく、正倉院文書データベースはそれに本格的に取り組んだ事例として位置づけられ
る。正倉院文書はきわめて複雑な構造をもち、研究の進展に応じて史料構造を改める可能性があるので、XML
による記述が向いている。さらに、研究文献と史料自体とを結びつけることで、研究成果と研究資料の両デジ
タル・アーカイブを結びつけることができる。これらにより、正倉院文書データベースは、真に研究を進展さ
せることのできるデジタル・アーカイブであるとする。これらの評価は妥当であり、正倉院文書データベース
の情報学的な意義を的確に捉えていると判断される。 
 第３部「データベース化より見た正倉院文書の史料構造と史料学」では正倉院文書データベースを作成する
過程で見えてきた正倉院文書の構造について論じている。 
 第８章「正倉院文書の変遷と史料構造の変化」では、明治期に作成された目録を分析することで、当該期の
正倉院文書の整理過程を、単純な並び替えでなく、その段階における正倉院文書理解にもとづく整理であった
ことを指摘している。明治期の整理、とくに正倉院文書の多くの部分を占める続々修の整理過程は、これまで
ほとんどまったく明らかでなかったが、本章では、正倉院文書データベースの検索機能を駆使して、未知の分
野に分け入り、道筋を示すことに成功している。続々修については、不明な点がまだ多く、さらに検討を続け
ることを期待しなければならないが、未開拓の分野に大きく鍬を入れたことは高く評価される。 
 第９章「正倉院文書と史料構造―あらたな帳簿学の構築にむけて―」では、正倉院文書をXMLで記述すること
を実行するなかで、文書と異なって線形構造を持っていない帳簿をXMLで記述することの意味を考察している。
古代史料学は、従来の文書学から帳簿学への比重を高めつつあるが、本章は、史料のデジタル化の側面でこの
問題を考察した初めての研究として、高く評価される。 
 終章「正倉院文書の情報化と歴史学―デジタル・アーカイブと古代史料学―」では、史料の論理構造と物理
構造の関係について検討している。とくに正倉院文書の継文では、個々の文書が貼り継がれて帳簿化されるこ
とによって、書かれた文字の論理が変化するという史料学的な問題を指摘している点は鋭い。 
 補１章「京都府行政資料のデジタル・アーカイブ化とその課題―EAD/XMLの適用の可能性と歴史学―」と捕２
章「上田貞治郎写真コレクション―都市文化とデジタル・アーカイブ―」では、近代都市のさまざまな行政資
料をデジタル・アーカイブ化する事例とその課題や、古写真コレクションをデジタル・アーカイブ化した意義
と今後の可能性について論及している。いずれも史料のデジタル化の具体例と問題点を示したものであり、後
藤氏の研究の幅の広さを示している。 
 本論文は、以上のように、数々の卓抜なアイディアで正倉院文書データベースを実現に導いた理論的バック
ボーンをなすものであり、それと同時に同データベースの今後の発展の道筋を示すものでもある。さらに、正
倉院文書データベースのもつ情報学的な画期性も、本論文によって明確に位置づけられている。 
 一方、正倉院文書データベースが実際に正倉院文書研究にどのように寄与するのかは、いまだ未知数のとこ
ろがある。この点は、正倉院文書データベースが実際に稼働し始めてはじめて見えてくることである。その時
点で、正倉院文書データベースの改良と、そのための理論的考察と技術的対応が期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
